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 学　年
 児童数

一呼吸おいた行動
で、はきものをそろ
えることができる

自問清掃

自らに問いかけ、考
え、決めて最後まで
行動することができる

返事 話を聴く

はっきりと返事を
することができる

最後まで話を聴
くとこができる

話す

相手に聞こえる
声で話しができ
る

あいさつ

いつでも、どこで
も、だれにでもあ
いさつができる

言葉づかい

時と場に応じ
た言葉づかい
ができる

はき物そろえ 廊下歩行

東宮永学びスタンダード 東宮永生活スタンダード

21 25 23 36 29
2 6 合計3

　昭和１４年、第９回芥川賞
を「あさくさの子供」で受賞
されました。校歌を作詞して
いただきました。

長谷健先生の母校

4

静かに、廊
下を通ること
ができる

 全校で取り組むなわとび 秀ノ山親方の母校【秀ノ山部屋】

　子どもたち一人一人がめあてを持ち、粘り強く
最後まで取り組み、自分に自信を持つことができ
る。

　大相撲で大関として活躍した琴奨菊関は
本校出身です。
　引退後は、秀ノ山親方として本校の子ど
もたちと触れ合って頂いています。あきら
めない姿で相撲を取られた秀ノ山親方は、
本校児童のあこがれの先輩です。

21 155
51

　　令和８年度　柳川市立東宮永小学校

○基本的な生活習
　慣の定着（生活
　スタンダードの
　徹底）
○自分のよさを知
　る場を設定し、
　自己有用感を
　もって生活に自
　信をもって取り
　組む

生活

柳川市基本方針　郷土愛に満ち溢れて、変化の激しい社会をたくましく生き抜く子どもの育成

教育目標　豊かな心で　自ら学ぶ意欲を持った　たくましい子どもの育成

　 本年度在籍児童数155名（令和８年４月１日現在）    

重点目標　自ら考えながら、行動する子どもの育成

学び（学習）

○学習規律の徹底
　（聴く・話す）
○算数科における
　「個別学習」で
  は、課題の内容
  をどのような方
  法で学習するの
  かを自己選択す
  る場の設定。
○自己の考えを伝
  え合う場の設定

○子どもが主体的に学ぶ授業の推進
 ・算数科と総合的な学習の時間において、「一斉授
　 業」と「個別学習」を取り入れ、個別最適な学び
　 と協働的な学びの学習の推進。
 ・子どもの課題意識を大切する導入の工夫。
 ・課題解決に向けたICTの積極的な活用と自分の考
　 えを伝える場の設定。
○子どもに任せる学校行事と児童会活動の推進
 ・学校行事では、子ども一人一人に目標をもたせ、
　 子どもの思いや願いを大切し、児童会活動では発
　 信型の活動の重視。

子どもが主体となって取り組む活動の充実

「やってみたい」「できた」「次の挑戦を」

達成感・充実感を実感できる。

できたことを褒めて、鍛える。


